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窓
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ま
た
は
電
話
で
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申
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込
み
く
だ
さ
い
。

　
公
民
館
講
座
受
講
者
募
集

お
願
い　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
感
染
状
況
に
よ

り
、
講
座
が
延
期
も
し
く
は
中
止

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
参
加
の
際
に
は
必
ず
マ
ス
ク
を

着
用
し
、
発
熱
や
倦
怠
感
な
ど
の

体
調
不
良
時
は
参
加
自
粛
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
生
涯
学
習
（
公
民
館
）
事
業
紹
介

　

端
午
の
節
句
を
前
に
、
古
く
か
ら
な
じ

み
の
あ
る「
ち
ま
き
」の
作
り
方
を
学
ん
で

も
ら
お
う
と
２
月
25
日
、
旧
石
黒（
恵
）家

で「
ち
ま
き
作
り
教
室
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

も
ち
米
を
入
れ
た
笹
の
巻
き
方
や
ひ
も

の
結
び
方
な
ど
、
講
師
の
浅
利
久
美
子
さ

ん
の
お
手
本
を
見
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
か

わ
い
ら
し
い
ち
ま
き
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
方
々
か
ら
は
、「
特
に
ひ
も
の

結
び
方
が
分
か
ら
な
か
っ
た
の
で
教
え
て

も
ら
っ
て
よ
か
っ
た
」、「
自
宅
で
作
っ
て

食
べ
さ
せ
た
い
」と
大
変
喜
ん
で
い
ま
し

た
。
角
館
公
民

館
で
は
今
年
度

も
料
理
や
お
菓

子
作
り
な
ど
各

種
教
室
を
行
い

ま
す
の
で
楽
し

み
に
お
待
ち
く

だ
さ
い
。
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ヨ
ガ
の
基
本
を
学
び
な
が
ら
健
康
な
心

と
体
を
作
り
ま
せ
ん
か
。
初
め
て
の
方
で

も
無
理
な
く
楽
し
く
受
講
で
き
る
教
室
で

す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●�

日
時
／
５
月
29
日
、
６
月
26
日
、
７
月
24
日
、

８
月
21
日
、
９
月
25
日（
毎
回
日
曜
日・
全

５
回
） 

10
時
～
11
時
30
分

●�

場
所
／
田
沢
湖
総
合
開
発
セ
ン
タ
ー

●�

対
象
／
小
学
生
以
上

●�

講
師
／
佐
藤
さ
や
か
氏（
ヨ
ガ
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
・全
米
ヨ
ガ
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
２
０
０

資
格
保
有
者
）

●�

受
講
料
／
1
回
に
つ
き
５
０
０
円（
小
学
生

は
無
料
）

●�

持
ち
物
／
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
、
ま
た
は
大
き
め
の

バ
ス
タ
オ
ル
、
飲
み
物
、
動
き
や
す
い
服
装

●�

定
員
／
10
人

●�

申
込
期
間
／
４
月
４
日
㈪
～
28
日
㈭（
定
員

に
な
り
次
第
締
切
）

●
申
込・問
合
せ
／
田
沢
湖
公
民
館

　
ヨ 

ガ
教
室

　
ス
ト
レ
ス
社
会
と
い
わ
れ
る
現
代
で
は
、

生
活
習
慣
や
運
動
不
足
な
ど
様
々
な
誘
因

に
よ
り
心
身
の
不
調
で
悩
ん
で
い
る
人
が

増
え
て
い
る
よ
う
で
す
。
角
館
公
民
館
で

は
、
そ
ん
な
方
々
が
少
し
で
も
健
康
的
に

過
ご
せ
る
よ
う
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
効
果

を
高
め
る
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
を
取
り
入
れ

た「
コ
コ
カ
ラ（
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
）体

操
教
室
」を
毎
年
、
夏
と
冬
の
２
期
に
分

け
て
角
館
武
道
館
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
も
開
催
日
が
決
ま
り
次
第
、「
広

報
せ
ん
ぼ
く
」で
ご
案
内
し
ま
す
の
で
興

味
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
、
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

コ 

コ
カ
ラ
（
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
）
体
操
教
室

　

中
央
公
民
館
の
講
座
の
中
で
も
特
に
人

気
の
高
い「
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
教
室
」と「
エ

コ
ク
ラ
フ
ト
教
室
」を
、
例
年
、
夏
期
と

冬
期
の
２
期
に
分
け
て
開
催
し
て
い
ま

す
。
夏
の
教
室
で
は「
手
提
げ
バ
ッ
グ
」を
、

そ
し
て
冬
の
教
室
で
は「
ク
ッ
シ
ョ
ン
カ

バ
ー
」の
制
作
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
エ
コ
ク
ラ
フ
ト
教
室
で
は
、
入

門
編
と
上
級
編
に
内
容
と
開
催
日
を
分
け

て
開
催
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
そ
れ
ぞ
れ

が
教
本
の
中
か
ら
選
ん
だ
作
品
の
制
作
に

取
り
組
み
、
好
み
の
ク
ラ
フ
ト
テ
ー
プ
で

手
提
げ
バ
ッ
グ
や
小
物
入
れ
な
ど
を
作
り

ま
し
た
。
テ
ー
プ
を
夢
中
で
編
み
込
む
う

ち
に
途
中
で
、「
あ
れ
っ
、
こ
の
次
な
ん
と

す
る
ん
だ
っ
け
？
」と
、
つ
い
隣
の
人
に
尋

ね
た
り
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
り
と
、
と
て
も

楽
し
そ
う
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　
冬 

の
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
教
室
・

エ
コ
ク
ラ
フ
ト
教
室
（
上
級
編
）　

地
域
の
生
涯
学
習
の

地
域
の
生
涯
学
習
の  

拠
点
拠
点  

と
し
て

と
し
て

　
公
民
館
の
運
営
に
関
す
る
基
準
に
は
三
つ
の
指

標
が
あ
り
、
一
つ
目
は
、
地
域
生
活
に
根
ざ
す
事

業
（
集
会
と
活
用
）
の
「
集
ま
る
」。
二
つ
目
は
、

生
活
文
化
を
高
め
る
事
業
（
学
習
と
創
造
）
の
「
学

ぶ
」。
そ
し
て
三
つ
目
は
、
地
域
連
携
を
強
め
る
事

業
（
総
合
と
調
整
）
の
「
つ
な
ぐ
」
が
あ
げ
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
生
涯
学
習
の
推
進
と
い
う

大
き
な
課
題
は
あ
り
ま
す
が
、
今
年
度
も
幅
広
い

世
代
の
方
々
か
ら
親
し
ま
れ
気
軽
に
活
用
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
、
各
種
ニ
ー
ズ
の
把
握
に
努
め
な

が
ら
学
習
情
報
や
学
習
機
会
の
提
供
に
務
め
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
も
生
涯
学
習
に
関
す
る
ご

意
見・
ご
要
望
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
近
く
の

公
民
館
に
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

包み方とひもの結び方にコツが。

ク
ッ
シ
ョ
ン
の
デ
ザ
イ
ン

は･･･

。

こ
の
次
、
な
ん
と
す
る
ん

だ
っ
け
？

田沢湖図書館 ☎43-1307

イベント交流館
（新潮社記念文学館） ☎43-3333 4日月  11日月  18日月  25日月4月の

休館日

4月の
休館日

仙北市の校歌・校章展
　統廃合により、歌われなくなった校歌や、目にすることのなくなった校章。
　角館中学校校歌と詩人・三好達治のエピソードを中心に、校歌・校章にこ
められたさまざまな人の思いを紹介します。

4日月  11日月  18日月  25日月  29日金・祝
30日土（月末）

　はじめてのスマホ、みんなで正しい使い方を。

スマホ 1 年生 ･･･　さあ どうする？

 新着図書を紹介します   

▼フォンターネ 山小屋の生活《パオロ・コニェッティ / 著、関口英子 / 訳》

▼敗北からの芸人論《徳井健太》　 ▼瀬戸内寂聴全集　第二十二巻－奇縁ま
んだら－《瀬戸内寂聴》　 ▼チェレンコフの眠り《一條次郎》　 ▼ピンク色
なんかこわくない《伊藤朱里》　 ▼伝わる仕組み－毎日の会話が変わる 51
のルール－《藤井貴彦》

●新潮文庫新刊も多数寄贈されています。

学習資料館 ☎43-3333 4日月  11日月  18日月  25日月  29日金・祝
30日土（月末）

4月の
休館日

幾
度
め
か
の
命

《
暖
あ
や
こ
》

春
の
こ
わ
い
も
の

《
川
上
未
映
子
》

おはなしかいうさぎのみみ

　総合情報センター　おはなしコーナー　TEL　43-3333

　　「「おおおおききななぼぼううしし」」☆☆「「どどううぶぶつつ」」ののおおははななししをを
　　じじゅゅんんびびししててままっっててまますす♪♪
☆☆ささいいごごににみみんんななでで「「おおりりががみみ」」ででああそそびびままししょょうう。。

　　ととももだだちちささそそっっててみみんんななででききててねね♪♪

５５月月１１２２日日（（第第２２土土））ＡＡＭＭ1100::0000～～
☆☆エエププロロンンシシアアタターー　　「「ジジャャッッククとと豆豆のの木木」」☆☆おおおおががたたかかみみししばばいい

おおははななししかかいいううささぎぎののみみみみ10:00～4月9日 ㈯
★大型かみしばい「たんぽぽのたび」
★エプロンシアター「おおきなかぶ」
★チューリップの切り絵をしましょう！

4月は第2週！ テ
ー
マ
展
示

花より団子 ピクニックごはん

玉手おはなし 箱
4月16日 ㈯

田沢湖図書館 1階
10:00～

いろんなおはなしいろんなおはなし
いっぱい !いっぱい !

とことことことこ

タイムタイム 44月月
　お子さんと一緒に利用できる、
笑っても泣いてもいい時間です。

9:00 ～ 12:00

 新着図書を紹介します   

▼少年のための少年法入門《山下敏雅、牧田史》　 ▼バテない登山技術 プロガイドの新提案《野中径
隆》　 ▼漆花ひとつ《澤田瞳子》　 ▼趙雲伝《塚本青史》　 ▼こんなに美しい月の夜を君は知らない《秋
元康》　 ▼紙鑑定士の事件ファイル《歌田年》　 ▼父子で考えた「自分の道」の見つけ方《野口絵子、
野口健》　 ▼人生を変えた経験＃アスリートがつなぐ＃未来につなぐ《荒木田裕子ほか》　 ▼燕は戻っ
てこない《桐野夏生》　 ▼生き抜くためのごはんの作り方（14歳の世渡り術）《有賀薫ほか》　 ▼のい
ちごつみ ばばばあちゃんのおはなし《さとうわきこ》　 ▼二本の棘 兵庫県警捜査秘録《山下征士》

●このほかたくさんの児童書・一般書の新刊が入ってきています。

2日 ㈯▼ 9日 ㈯▼

16日 ㈯▼ 23日 ㈯▼

　おいしいごはんとでかけよう！

日本各地のお花見スポット
　お気に入りの場所を探してみよう！

5月 15日日まで
5月 15日日まで

開催中！開催中！

寂
聴
さ
ん
最
後
の
手
紙 

往
復

書
簡〈
瀬
戸
内
寂
聴
、
横
尾

忠
則
／
朝
日
新
聞
出
版
〉

テ
ー
マ
展
示

　　春のマンガまつりおすすめ！

懐
か
し
い
シ
リ
ー
ズ
・

懐
か
し
い
シ
リ
ー
ズ
・

大
人
気
タ
イ
ト
ル
な
ど

大
人
気
タ
イ
ト
ル
な
ど

な
ど
マ
ン
ガ
勢
揃
い
！

な
ど
マ
ン
ガ
勢
揃
い
！
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